
今
年
度
の
活
動
方
針
を
決
定

平
成
22
年
度
の
総
会
を
4
月
10
日
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊

田
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
度
決
算
お
よ
び
事
業
報

告
が
承
認
さ
れ
、
つ
い
で
今
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び

予
算
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
2
面
）

ま
た
、
4
月
17
日
の
磐

田
支
部
を
皮
切
り
に
、
5

支
部
（
磐
田
、
福
田
、
竜

洋
、
豊
田
、
豊
岡
）
の
支

部
総
会
が
開
催
さ
れ
、
支

部
ご
と
の
事
業
の
確
認
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

一
昨
年
秋
に
起
き
た
世
界
同

時
不
況
か
ら
の
景
気
回
復
が
鈍

く
、
そ
の
結
果
、
市
財
政
力
低

下
や
自
治
会
の
運
営
に
も
支
障

が
起
き
て
い
ま
す
。
先
行
き
に

明
る
さ
が
見
え
て
き
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
厳
し
い
状
況

は
続
い
て
行
く
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
環
境
の
中
で
自
治

会
連
合
会
は
、
自
治
会
長
・
住

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力

の
も
と
「
安
全
安
心
の
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
一
体

感
の
あ
る
活
動
推
進
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

自
治
会
活
動
を
取
巻
く
内
外

の
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
特
に
、
核
家
族
化

の
も
と
で
の
少
子
高
齢
化
の
進

行
は
、
地
域
社
会
や
自
治
会
活

動
に
も
深
刻
化
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
ま
す
。
全
て
の
対
応
を

行
政
に
依
存
す
る
事
に
は
限
界

が
あ
り
、
そ
の
為
に
は
、
行
政

が
や
る
べ
き
事
・
自
治
会
が
や

れ
る
事
・
行
政
と
地
域
、
団
体

と
の
協
働
で
や
れ
る
事
等
々
の

仕
組
み
づ
く
り
が
急
務
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

そ
う
し
た
社
会
環
境
の
変
化

に
対
応
で
き
る
自
治
会
と
し

て
、
自
ら
の
組
織
体
制
や
運

営
・
事
業
活
動
等
々
の
見
直
し

改
善
が
求
め
ら
れ
る
時
を
迎
え

た
と
思
い
ま
す
。
難
し
い
時
こ

そ
自
治
会
活
動
の
原
点
に
立

ち
、
地
域
力
と
住
民
協
力
の
体

制
を
よ
り
大
き
く
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
自
治
会
と
行
政

双
方
が
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

向
か
っ
て
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
頂
き
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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1

▲豊田支部総会 ▲福田支部総会

▲豊岡支部総会 ▲竜洋支部総会 ▲磐田支部総会

自治会連合会長

杉田　友司

地
域
力
を
高
め
、 

　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
！！
 



【
22
年
度
事
業
・
予
算
の
特
色
】

1

市
政
へ
の
関
心
を
深
め
、

市
民
の
声
を
市
政
へ
反
映
さ
せ
る

2

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

3

地
区
自
治
会
活
動
の
推
進

4

多
文
化
共
生
社
会
の
推
進

5

環
境
美
化
の
推
進

6

広
報
活
動

7

役
員
及
び
会
員
の
資
質
向
上

8

組
織
検
討
委
員
会

9

そ
の
他
　
地
域
福
祉
、

青
少
年
健
全
育
成
な
ど

昨
年
度
に
実
施
し
た
自
治
会
長
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
や
自
治
会
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
に
伴
い
事
業
の
内
容
や
組
織
運
営

等
に
つ
い
て
組
織
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
議
論
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
専
門
部
主
要
事
業
】

〈
総
務
部
〉

●
連
合
会
だ
よ
り
の
発
行

●
自
治
会
長
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用

●
自
治
会
加
入
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
活
用

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

〈
環
境
部
〉

●
環
境
美
化
統
一
行
動

●
環
境
美
化
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

●
環
境
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●
環
境
施
設
等
の
視
察
研
修

●
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会
の
開
催

〈
住
民
安
全
部
〉

●
地
区
安
全
会
議
へ
の
助
成
と
地
区

相
互
の
情
報
交
換
会
開
催

●
防
犯
委
員
研
修
会
の
開
催

●
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

●
防
犯
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
21
年
度
の
自
治
会
連
合
会
の
収

支
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
21
年
度
は
、
新
市
長
を
迎
え
、

取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
た
年

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
三
役
や
市
議

会
議
員
等
と
の
懇
談
を
多
く
行
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
単
位
自
治
会
長
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
自
治
会
が

抱
え
て
い
る
問
題
や
連
合
会
へ
の
要
望

な
ど
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2

平
成
　
年
度 

連
合
会 

収
支
報
告 

21

平
成
　
年
度 

事
業
計
画
お
よ
び
予
算 

22

会 議 費  
 

事 務 費  
 
 
 

支 部 助 成 費  
 
 
 

先進都市視察費
 

 

事業部活動費 
 
負 担 金  
予 備 費  
合 　 　 計  

会 　 費  
 
交 付 金

 
 
負 担 金  
前年度繰越金 
雑 収 入  
合 　 　 計  

534,000 
 

3,010,000 
 
 
 

5,060,000 
 
 
 

1,147,000 
 

3,050,000 
 

150,000 
300,000 

13,251,000

1,655,000 
 

10,000,000 
 

705,000 
889,992 
1,008 

13,251,000 

436,900 
 

2,535,319 
 
 
 

5,060,000 
 
 
 

872,950 
 

2,354,722 
 

143,500 
0 

11,403,391

総会、三役会（年間14回）、理事会（年間10回）、
各会議資料作成費等 

役員手当、出張旅費、事務用品、傷害保険料、イ
ンターネット経費等 

支部活動を支援し、地区活動の促進を図るため
各支部に助成金を交付しています。 
基本額：1自治会あたり10,000円　加算額：地区
活動加算額として、１自治会あたり5,000円 
また、地区安全会議の防犯活動を支援するため
助成金を交付しています。 
1団体50,000円×10団体 

広報紙印刷代、自治会長コミュニティハンドブック印刷費、環境美化
啓発ポスターコンクール実施経費、防犯パトロール用品購入費　等 

1,655,000 
 

10,016,100 
 

562,000 
889,992 
406 

13,123,498 

先進都市視察研修等の参加者負担金です。 

預金利息等 

久居榊原風力発電施設（津市）及び関宿（亀山市）、
大須（名古屋市）のまちづくりについて視察しました。 

県自治会連合会負担金　等 

単位304自治会、連合会専任役員27名より会費
5,000円ずついただいております。 

市9,000千円 
日赤社費交付金1,016千円 

費　目 予算額（円） 収入額（円） 説　　　明 

費　目 予算額（円） 支出額（円） 説　　　明 
支　出 

収　入 
〈平成21年度連合会収支報告〉 

会 　 費  

交 付 金  

負 担 金  

前年度繰越金 

雑 収 入  

合 　 　 計  

1,685,000 

9,000,000 

660,000 

1,720,107 

893 

13,066,000 

会 議 費  

事 務 費  

支 部助成費  

先進地視察費 

事業部活動費 

負 担 金  

予 備 費  

合 　 　 計  

511,000 

2,960,000 

5,325,000 

1,020,000 

2,810,000 

150,000 

290,000 

13,066,000 

収　入 

支　出 

〈平成22年度連合会予算〉 

費　　目 予算額（円） 

費　　目 予算額（円） 



3

一
昨
年
か
ら
の
経
済
不
況
や
自
治
会

員
の
高
齢
化
は
単
位
自
治
会
の
運
営
に

も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、

こ
れ
ら
の
実
態
を
把
握
し
、
今
後
の
自

治
会
連
合
会
の
活
動
に
活
か
し
て
い
く

よ
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。設

問
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
自
治

会
役
員
の
役
職
免
除
規
程
や
、
草
刈
り

や
堀
ざ
ら
い
な
ど
の
自
治
会
作
業
へ
の

参
加
免
除
規
定
、
自
治
会
費
の
減
免
措

置
を
設
け
て
い
る
か
な
ど
で
す
。

ま
た
、
自
治
会
へ
の
入
会
金
や
商
店
、

企
業
等
の
自
治
会
費
の
徴
収
な
ど
も
設

問
に
加
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
高
齢
化
進
行
の
問
題
点
や
、

自
治
会
連
合
会
へ
の
要
望
等
に
つ
い
て

も
記
載
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

★
回
答
率
は
、
84
・
9
％

（
2
5
8
／
3
0
4
）
で
し
た
。

約
1
割
の
自
治
会
に
お
い
て
基
準
が

作
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
他
の
多
く
の

自
治
会
は
基
準
を
設
け
ず
、
状
況
に
応

じ
て
対
応
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。約

1
割
の
自
治
会
に
お
い
て
基
準
が

作
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
7
割
以
上
の

自
治
会
は
基
準
を
設
け
ず
、
状
況
に
応

じ
て
対
応
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。約

2
割
の
自
治
会
に
お
い
て
基
準
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
他
の
多
く
の
自
治

会
は
減
免
措
置

基
準
を
設
け
て

い
な
い
と
の
こ

と
で
す
。

●
役
員
の
な
り
手
が
な
い
。

●
自
治
会
活
動
、
作
業
へ
の
参
加
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

●
ゴ
ミ
の
搬
出
が
で
き
な
い
家
庭
が
で

て
く
る
。

●
災
害
時
見
守
り
、
助
け
合
い
の
支
援

者
が
い
な
い
。

●
会
員
数
が
減
少
し
、
会
費
の
収
入
が

減
っ
て
い
る
。

●
自
治
会
連
合
会
等
の
活
動
、
会
合
な

ど
が
多
く
、
負
担
で
あ
る
。

●
各
種
事
業
を
見
直
し
、
あ
ま
り
効
果

の
な
い
も
の
は
廃
止
す
る
等
ス
リ
ム

化
を
図
る
べ
き
。

●
人
数
や
世
帯
が
少
な
い
自
治
会
に
つ

い
て
他
自
治
会
と
の
協
同
運
営
が
で

き
る
よ
う
配
慮
願
う
。

●
高
齢
化
時
代
に
対
応
し
た
自
治
会
運

営
を
指
導
願
い
た
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
詳
細
は
自
治
会
長
さ

ん
が
お
持
ち
の
自
治
会
長
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
平
成
22
年
度
版
）

ま
た
は
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

自

治

会

ア

ン

ケ

ー

ト

結

果

 

高
齢
者
、
障
害
者
世
帯
等

の
自
治
会
作
業
の
参
加
免

除
規
定
に
つ
い
て

高
齢
者
、
障
害
者
世
帯
等

の
自
治
会
費
の
減
免
措
置

に
つ
い
て

高
齢
化
進
行
の

問
題
点
に
つ
い
て

自
治
会
連
合
会
へ
の

要
望
等

高
齢
者
の
自
治
会
役
員
の

役
職
免
除
規
定
に
つ
い
て



◆ ◆ ◆ ◆  今年度の特徴的な事業紹介  ◆ ◆ ◆ ◆ 

　
昨
年
実
施
し
た
自
治
会
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
、
自
治
会
連
合
会

の
事
業
の
見
直
し
や
ス
リ
ム
化

を
望
む
声
が
多
く
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
や
少
子
高
齢

化
な
ど
の
環
境
変
化
が
、
自
治

会
活
動
を
進
め
る
上
で
支
障
と

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
自
治
会

連
合
会
事
業
の
内
容
や
組
織
運

営
及
び
地
区
自
治
会
の
区
域
等

に
つ
い
て
組
織
検
討
委
員
会
を

設
け
議
論
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

 

　
例
年
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
週

間
を
、
本
年
度
か
ら
期
間
を
延

長
し
、
防
犯
強
化
月
間
と
し
ま

し
た
。
実
施
月
は
、
5
、
8
、

12
月
と
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

や
防
犯
横
断
幕
の
掲
出
等
を
行

い
ま
す
。
平
成
20
年
度
か
ら
行

な
っ
て
き
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

推
進
大
会
を
、
今
年
は
8
月
2

日
に
福
田
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
東
側
駐
車
場
に
て
開
催
し
、

地
域
防
犯
活
動
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
や
さ

し
く
ア
ク
セ
ル
を
踏
む
、
加
減

速
の
少
な
い
運
転
を
行
な
う
、

早
め
の
ア
ク
セ
ル
オ
フ
に
心
が

け
る
な
ど
、
燃
料
消
費
を
で
き

る
だ
け
少
な
く
す
る
運
転
の
こ

と
で
す
。
 

　
こ
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会

に
連
合
会
役
員
が
参
加
し
、
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
の
有
効
性
や
方
法

に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
地
域

へ
の
普
及
展
開
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
様
子
に
つ

い
て
連
合
会
だ
よ
り
で
報
告
し

た
り
、
環
境
部
に
て
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
推
奨
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
配
布
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

防
犯
強
化
月
間
、
防
犯

防
犯
強
化
月
間
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
推
進
大
会

パ
ト
ロ
ー
ル
推
進
大
会

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

講
習
会

講
習
会

組
織
検
討
委
員
会
の

組
織
検
討
委
員
会
の

設
置
設
置

防
犯
強
化
月
間
、
防
犯

防
犯
強
化
月
間
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
推
進
大
会

パ
ト
ロ
ー
ル
推
進
大
会

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

講
習
会

講
習
会

組
織
検
討
委
員
会
の

組
織
検
討
委
員
会
の

設
置
設
置

防
犯
強
化
月
間
、
防
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今
回
の
連
合
会
だ
よ
り
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
少
子
高
齢
社
会
」。

連
合
会
が
目
指
す
安
全
安
心
の

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
は
、
子
ど

も
を
犯
罪
や
事
故
か
ら
守
り
、
お

年
寄
り
を
孤
立
さ
せ
な
い
こ
と
に

集
約
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
こ

の
点
で
大
変
な
苦
労
が
あ
る
こ
と

が
伺
え
ま
す
。

自
治
会
運
営
の
課
題
を
解
決
し
、

自
治
会
長
の
負
担
や
悩
み
を
軽
減

す
る
た
め
に
存
在
す
る
の
が
連
合

会
で
す
。

役
員
同
士
、
役
員
と
住
民
と
の

寄
り
合
い
を
重
ね
、
語
り
合
い
の

中
で
前
を
向
い
て
進
む
た
め
の
英

知
を
結
集
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

編集委員長

村松伸洋（上神増）


